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この冊子について

このパンフレットは、前十字靭帯再建の手術を受けた方々が、
ご自分の疾患、手術について良く理解し、順調に回復して頂く為に作
成し
たものです。
入院中はもちろんのこと、退院後も活用して頂けたら幸いです。
手術後、退院後の生活には個人差があります。
疑問な点は、御遠慮なくお聞き下さい。



I 前十字靭帯とは

1 前十字靭帯の位置
脛骨の中央やや前方部分より大腿骨の後方に向かう靭帯です。
後十字靭帯とちょうど十文字に見えるところから、名付けられました。　（図1・図2）

2 前十字靭帯の働き
（1）脛骨（スネの骨）が前方へずれるのを予防します。
（2）膝が伸び過ぎるのを予防します。
（3）脛骨が内側にねじれる事を防ぎます。

3 前十字靭帯が損傷すると
膝の重要な制御機能が失われ、不安定な膝になってしまいます。
そのまま運動を続けると、3～6カ月以内に、ほかの靭帯や半月板も損傷してしまいます。



II 前十字靭帯の治療の概略

1 検査
前十字靭帯の損傷の程度、半月板の軟骨の損傷が有るかどうかを調べる為に内視鏡検査を行います。

2 手術
別の部分から取った腱と人工繊維を使って、新しく靭帯を作ります。
（図3-①）骨の中にトンネルを作り、その中に新しく作った靭帯をとおし、
大腿骨側をボタンの様なもの、脛骨側はネジで固定します。　（図3-②）

3 リハビリテーション

リハビリテーションとは

筋肉・関節・靭帯などの回復・向上する目的で行います。

リハビリテーションの種類

（1）可動域訓練　　　／手術後、徐々に膝関節の動きを回復させるために
　　　　　　　　　　　　手術後2～3日目より開始します。

（2）筋力増強訓練　　／手術後、低下した筋力を回復させるために
　　　　　　　　　　　　手術後2～3日目より開始します。

（3）平衡機能訓練　　／手術後低下した膝の平衡感覚を回復させるために行います。
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